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下肢機能障害を有する車いす使用者にとって立ち座り動作を日常的に行うことは，運
動・生理機能の維持・改善だけでなく，自立した生活を送るための第一歩として非常に重
要な役割を有する．そのため立ち座り動作を基盤にした支援技術は，運動機能改善による
車いすからの脱却，専門家が介在しない自立的な運動機能改善の実施，上体の上昇による
生活範囲の拡大を可能にし，車いす使用者の自立的な生活を実現することができると考え
られる．しかし，自立的な運動機能改善と車いす使用者の自立性を拡張させる支援技術の
研究開発は未開拓領域であった． 
本研究では，下肢機能障害を有する車いす使用者の自立した生活を実現するために，運
動機能改善と自立拡張が可能な立ち座り型サイバニックシステムを新たに提案・研究開発
することを目的とした．開発したシステムは，視覚情報に基づくバイオフィードバックの
提示と動作意思を反映させた座面の昇降移動による動作補助により，サイバニックシステ
ムの運動機能改善の基本原理である人-機械間の情報的・物理的なインタラクションが可
能である．本システムでは下肢機能障害者の自立性を拡張させるために，身体へのセンサ
や装置の装着の必要のない方法として，座るだけで立ち座り動作の支援が可能な直動機構
と床反力を計測した動作意思推定方法を開発した． 
本システムの適用可能性を確認するために，片麻痺者，不随意な筋肉の痙攣であるクロ
ーヌスを有する片麻痺者，異なる下肢機能障害を有する車いす使用者に対する実証試験を
実施した．片麻痺者に対する試験では，本システムを使用することで麻痺側と非麻痺側を
均等に使用させる立ち座り動作が可能になることを確認した．クローヌスを有する下肢機
能障害者に対する試験では，立ち座り動作中のかかと床反力の増大だけでなく，クローヌ
ス発生回数の減少を確認することができた．また，異なる下肢機能障害を有する車いす使
用者に対する試験では，本システムを使用することで専門家による助言や身体的補助が介
在しない自立的な立ち座り動作の学習が実行可能であることだけでなく下肢完全麻痺者の
生活範囲が拡張可能であることを確認した．さらに，椅子引き動作が困難な下肢機能障害
者に対して，中腰姿勢でのバランス制御動作の学習方法を適用し，システム介入により今
まで不可能であった椅子引き動作が可能になることを確認した． 
以上の実証試験を通して，下肢機能障害者の運動機能改善と車いす使用者の自立性の拡
張に対する高い適用可能性を有する立ち座り型サイバニックシステムを研究開発すること
ができた．下肢機能障害を有する車いす使用者が本システムを用いることで，医療機関だ
けでなく福祉施設や自宅などの非医療機関での運動機能改善と自立生活機能向上が期待さ
れる． 
 
